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１．救急搬送サーベイランスとは 

 

(1) 救急搬送サーベイランスの目的   

都では従来より、感染症の健康危機を早期に発見し、的確に対応するため、疑い患者の早

期病原体診断を可能とする「東京感染症アラート」体制の確立や定点医療機関による「疑似

症サーベイランス」に取り組んできました。 

一方、依然鳥インフルエンザが発生・流行している状況にあることや、新興感染症の発生

等、東京においても今後も新たな感染症の発生・流行が危惧される状況にあります。 

このことから、感染症の異常な発生を早期に探知し、調査する監視体制として、「救急搬

送サーベイランスシステム」を危機管理体制の一環として運用しています。 

このシステムは、関係機関の連携した取組みにより、感染症発生時の都民への被害の広が

りを最小限に抑えることを目的としています。 

 

(2) 事業構築までの経過   

   

 

平成 18 年度  平成 18年 12月 感染症予防法の改正 

平成 19 年度 

 

平成 19 年 6 月 準備委員会の設置 

・ 第１回 準備委員会 

・ 第１回 作業部会 

8 月 ・ 第２回 作業部会 

9 月 ・ 第３回 作業部会 

10 月 ・ 第２回 準備委員会 

11 月 モデル地区の指定 

平成 20 年 2 月 ・ 第４回 作業部会 

 平成 20 年 3 月 東京都感染症予防計画改正 

救急情報の提供に関する覚書及び協定書の締結 

解析システムの設置 

平成 20 年度 

 

 

 平成 20 年 4 月 ・ 第５回 作業部会  

6 月 モデル地区における第１回シミュレーション実施 

7 月 ・ 第３回準備委員会 

 （第１回シミュレーションの検証） 

平成 21 年 3 月 地図システムの追加開発 

平成 21 年度  東京消防庁の新システム移行に伴う調整・修正 

 東京消防庁の新システムに対応するため、東京都の救急搬送

サーベイランスシステムを修正・調整を行った。  

平成 22 年度 平成 22 年 12 月 感染症救急搬送サーベイランス運用開始 

平成 23 年度 平成 23 年 12 月 第 1 回 感染症救急搬送サーベイランス運用委員会開催 

（以後毎年開催） 

平成１３年（2001 年） ： アメリカでバイオテロ（肺炭疽）発生  

平成１５年（2003 年） ： 東南アジアで高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）が発生  

新興・再興感染症の流行、国際的なテロの広がりを懸念  
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(３) 救急搬送サーベイランスの仕組み   

  東京消防庁では、年間７８万件にのぼる患者搬送データを蓄積し集計しています。 

福祉保健局（健康安全研究センター）は、この東京消防庁の救急活動記録システムの患者

搬送データの提供を受け、救急搬送時の症状等の情報を迅速に解析します。 

提供を受ける救急搬送患者データは、覚知時刻、覚知場所、病態（嘔気・嘔吐、呼吸障害、

発熱等）、年齢等です。 

都内を３３ヶ所に分割して過去のデータと比較し、同一病態の搬送割合が統計的に多い場

合に、異常の徴候として検出します。 

平時と比較して多くの搬送がある状況は、感染症発生の可能性があると捉え、他のサーベ

イランス情報を含めて分析し、必要に応じて保健所及び医療機関へ情報提供を行います。通

常は電話による調査ですが、アウトブレイク（注１）を確認した場合は、保健所における積

極的疫学調査を実施します。 

 

注１：一定期間、特定の地域、特定の集団で予想されるより多く感染症が発生すること。  

   公衆衛生上重要な感染症が発生すること。 

 

 (４) 救急搬送サーベイランスシステムの概要   

東京消防庁の救急活動記録システムからの情報は、東京都における解析システム「救急搬

送サーベイランスシステム」で受け取り、同一病態（嘔気・嘔吐、呼吸障害、発熱等）の搬

送割合を過去のデータと比較して統計的に処理し、異常の徴候を察知します。 

異常の徴候は、その数値に応じてレベルを分け（以下「異常探知レベル」という。P.7 参

照）、地図や一覧表上に色分けして表示します。 
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〔図１ 救急搬送サーベイランスシステムの情報の流れ〕 
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※ 赤色の網掛け部分は、システムにおいて異常探知後の対応  
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【サーベイランスの基本的な流れ（図１）】 

①～⑤ 東京消防庁の救急搬送情報  

 

⑥ 東京消防庁から健康安全研究センター健康危機管理情報課への搬送情報の提供  

 

⑦ 搬送情報の解析及び他のサーベイランス情報等と併せた分析  

 

⑧ 健康安全研究センター健康危機管理情報課と感染症対策課において、対応を協議  

 

⑨ 上記⑦、⑧の分析協議結果によって、健康安全研究センター健康危機管理情報課から保健所へ 

連絡 

 

⑩ 保健所における対応 

・ 所内の感染症情報の収集  

・ 所内対策会議において感染症の発生可能性を検討  

・ 必要に応じて、医療機関への調査実施（積極的疫学調査を含む） 

 

⑪ 健康安全研究センター健康危機管理情報課へ調査結果を報告 

 

⑫ 健康安全研究センター健康危機管理情報課から感染症対策課へ保健所の調査結果等を報告 

 

 

 

※ 解析結果は、状況に応じて、保健所、東京消防庁及び医療機関等関係機関に情報提供いたし 

ます。 
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(５) 対象となるデータ   

東京消防庁の救急活動記録システムから提供を受けるデータの抽出条件は以下の通りで

す。  

 

① 事故の種別が「急病」であるデータ 

交通事故や火災による救急出動データは除きます。 

 

  ② 「主訴」の入力があるデータ 

    傷病者が訴える病気の主な症状が、「発熱」「下痢」「嘔吐」「発疹」の場合で、救  

急搬送車両搭載システムにその症状の入力したデータ。  

（よって、事故種別が交通事故の場合でも、この入力があった場合は対象データにな

ります。）  

 

③ 傷病者の病態 

搬送時の傷病者の病態について救急隊員が入力したデータを「病態分類」と称してい

ます。 

特に下記の病態分類を感染症の発生が疑われると考え、主として分析し、その他の症

状は、補足的な分析データとして取り扱います。 

頭痛 嘔吐・嘔気 めまい  動悸 

意識不明 呼吸障害 発熱  けいれん・麻痺  

虚脱・脱力感  吐血・鼻出血  発疹 下痢・血便 

（病態分類のコード表は、P.29） 

 

④ 対象データの内容 

    上記①②の対象となる搬送データのうち、下記のデータを東京消防庁より受領します。

データは１日単位で受領し、過去からの蓄積データと比較し、解析を行います。 

 救急情報の項目 内 容 

１ 覚知年月日 救急要請等の通報を確認（「覚知」という。）した年月日 

２ 覚知曜日 覚知年月日の曜日、及び休日と平日をコードで区分表示したもの。 

３ 覚知時刻 １時間単位で表示（２４時間） 

４ 出場先住所 出動した先の区市町村名、町名、丁目（丁目がない住所は町名まで） 

５ 性別 傷病者の性別 

６ 年齢 傷病者の年齢 

７ 程度 収容先医療機関の初診医等が示した傷病程度（重症、軽症等） 

８ 傷病名 収容先医療機関の初診医等が示した傷病所見。（診断が不明なものを含む） 

９ 収容先医療機関 収容先医療機関名（区市町村名まで表示） 

10 主訴 傷病者が訴える病気の主な症状 

「発熱」「下痢」「嘔吐」「発疹」の４種類で、隊員の判断により、

救急搬送車両にて入力される。 

※ ７、８のコードの詳細は、コード表 P.29,30 を参照 
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(6) システムにおける区分及び更新のタイミング等   

①  監視区域  

    都内を下記の監視区域に分類しています。  

1 千代田区 2 中央区 3 港区 4 新宿区 5 文京区 

6 台東区 7 墨田区 8 江東区 9 品川区 10 目黒区 

11 大田区 12 世田谷区 13 渋谷区 14 中野区 15 杉並区 

16 豊島区 17 北区 18 荒川区 19 板橋区 20 練馬区 

21 足立区 22 葛飾区 23 江戸川区 24 八王子市 25 町田市 

26 小平市、西東京市 27 東村山市、清瀬市、（東久留米市） 

28 府中市、調布市、狛江市 29 武蔵野市、三鷹市、小金井市 

30 立川市、昭島市、国分寺市、国立市 31 東大和市、武蔵村山市 

32 青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞

穂町、奥多摩町、日の出町、檜原村 

33 

 

日野市、多摩市、（稲城市） 

 

※ 多摩地域においては、人口に応じて監視区域を分割しています。これは、人口が多い医療圏  

では、異常値レベルが検出されにくくなるためです。 

今後、実績を検証しながら、必要に応じて適切な区域に変更する可能性があります。 

 

多摩小平保健所：26,27   多摩府中保健所：28,29  多摩立川保健所：30,31  

 

西多摩保健所：32      南多摩保健所：33 

 

 

②  データ更新のタイミング  

  提供を受ける救急搬送患者データは、東京消防庁の救急搬送車両及び消防署におい

て、毎日午前８時までに入力された１週間分のデータ（更新データを含む）です。 

よって、過去１週間分の追加入力及び入力変更（傷病名等）があったものは、毎日

更新されることになります。  

    受領したデータは、過去の実績から定めた補正値をかけて、解析を行います。  

     

③  アルゴリズム（解析方法の概要）  

過去 10 年間の搬送状況のデータから、導き出される搬送割合を予測し、乖離がある

場合に異常を探知します。  

解析においては、経年変化や季節変動（季節による救急搬送増減）等の変動要素も

反映しています。  

こうして、理論的に解析した結果、監視区域の搬送数が、都内総搬送数に占める割合  

と比較し、乖離があった場合、「異常探知レベル」として表示します。 

 

・ 被説明変数 ： 搬送割合 

・ 説明変数：曜日、休日、休日明け、週数、年月日 

・ 蓄積データ ： 1998 年 1/1～前々日までのデータを元に、 

ベースラインを算出 

 

※ アルゴリズム 

    情報処理において、対象となる問題を解決するための手順や計算方法。 
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 (7) 異常探知レベル   

異常探知レベルは、過去からのデータに基づく搬送割合の基準値より残差の標準偏差  

が３倍以上多い場合、「異常探知レベル３」、4 倍以上は「異常探知レベル４」、５

倍以上は「異常探知レベル５」の３段階で異常探知を検出します。  

 

〔地図上の表示〕 

異常探知 

レベル 

探知した初日 

の表示色 

連日探知した 

場合の表示色 

３ 薄茶 薄茶＋網掛 

４ 茶 茶＋網掛 

５ 赤 赤＋網掛 

 

〔異常探知状況一覧の表示〕 

異常探知 

レベル 

探知した初日 

の表示色 

連日探知した 

場合の表示色 

３ 薄青 濃青 

４ 薄黄 濃黄 

５ 薄赤 濃赤 

注２：標準偏差とは、データのバラつきの範囲、データ分布の広がり幅です。平均値と標準偏差の

値が分かれば、データはどの範囲にどのように広がっているか、ある程度明らかになります。 

また、残差とは、観測した値と予測した値の差です。 

 

◇ 「地図」画面の表示例 

  

 

◇ 「異常探知状況一覧」画面の表示例 
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・  

・  

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 「搬送数・搬送割合推移グラフ」画面の表示例 
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２．救急搬送サーベイランスシステム操作方法 

(1) ログイン方法   

救急搬送サーベイランスシステムを使用するためにはログインが必要です。ユーザＩＤ、パス

ワードを入力します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 
 

①  ユーザ ID・パスワードを入力します。 

 

②［ログイン］ボタンをクリックします。 

 

 

注意事項 
・指定されたユーザ ID とパスワードを入力します。 

・パスワードは 180 日以上同じものは使えません。 

・ユーザ ID・パスワードを 3 回間違えると、1 時間使用できなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

②  
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(2) 地図から病態分類別に確認する（地図表示）   

異常値レベルを探知した場合、異常探知状況、収容先医療機関、覚知場所等の情報を地図

上に表示し、地域的な発生傾向の有無、同傷病で複数の医療機関に収容されている等の状況

を確認することができます。 

また、道路・鉄道・河川も表示されるため、同一の沿線や河川付近での発生有無等も確認

することができます。 

 

◇ 「地図表示（初期表示）」画面の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 「地図表示（収容先医療機関と覚知場所表示）」画面の表示例 
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◇ 「地図表示（道路、鉄道、地名、河川の表示）」画面の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示させたい病態分類情報の項目をチェックします。 

  全体：全病態分類を表示 

  嘔吐・嘔気：嘔吐・嘔気を表示 

  発熱：発熱を表示 

  呼吸障害：呼吸障害を表示 

  けいれん・麻痺：けいれん・麻痺を表示 

 

② 表示させたい場所情報をチェックします。 

  監視区域境：監視区域境を表示（初期値） 

①  
②  
③  

④  

⑤  
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  監視区域名：監視区域名を表示 

  収容先医療機関：収容先医療機関をポイントで表示 

  収容先医療機関名：収容先医療機関名を表示 

  覚知場所：覚知場所をポイントで表示（複数の場合は大きいポイント） 

 

③ 表示させたい地図情報をチェックします。 

  主要な道路と名称：主要道路とその名称を表示 

  主要な鉄道と名称：主要鉄道とその名称を表示 

  地域・地名：地域・地名を表示 

  主要な河川と名称：主要な河川と名称を表示 

 

④ 日付や絞り込み条件を入力します。 

日付選択：表示させる日付を限定します。 

病態分類：表示させる病態分類を限定します。 

監視区域：表示させる監視区域を限定します。 

収容先医療機関：表示させる収容先医療機関を限定します。 

 

⑤ [地図更新]ボタンをクリックして、今設定した条件で表示させます。 

 

⑥ 縮尺や表示位置を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    地図から検索条件に情報をセットします。 

    地図を移動させます。 

    地図を印刷します。 

    地図を縮小します。 

    地図を拡大します。 

  いずれも、ボタンをクリックした後、地図をクリックしてください。 

 

 

 

 

⑥  
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(3) 異常探知レベルから確認する（異常探知状況一覧表）   

   都内全域の病体別の異常探知レベルを確認し、近隣監視区域での発生状況を確認する

ことができます。 

 

◇ 「異常探知状況一覧表」画面の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示させたい日付を入力します。 

  または、［前日へ］、［当日へ］ボタンで表示する日付を変更します。 

 

②［異常探知状況一覧表］ボタンをクリックします。 

 

①  

②  
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③  一覧表が表示されます。  

  ＰＤＦ印刷：一覧表をＰＤＦ形式のファイルで出力します。  

 ＣＳＶファイル出力：一覧表の情報をＣＳＶファイルに出力します。  

  戻る：地図画面に戻ります。  

  前日へ（当日へ）：表示を前日←→当日で切り替えます。 

              前日との比較をするときに使用します。  
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(4) 直近 2 ヵ月間の推移を確認する（搬送数・搬送割合グラフ）   

  監視区域別、病態分類別の直近 2 ヵ月間の搬送数、搬送割合を確認することができます。 

過去推移の確認や都内全域と比較して、当該監視区域に突出した搬送傾向がないか等確 

認することができます。  

 

◇ 「搬送数・搬送割合グラフ」画面の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① 表示させたい日付を入力します。 

 または、［前日へ］、［当日へ］ボタンで表示する日付を変更します。 

①  
②  
③  

④  
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②  病態分類を選択します。 

 

③  監視区域を選択します。 

 

④ ［搬送数・搬送割合推移グラフ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ グラフが表示されます。 

  ＰＤＦ印刷：グラフをＰＤＦ形式のファイルで出力します。  

  搬送割合ＣＳＶファイル出力：搬送割合の情報をＣＳＶファイルに出力します。  

  搬送数ＣＳＶファイル出力：搬送数の情報をＣＳＶファイルに出力します。  

  戻る：地図画面に戻ります。   
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(5) 傷病名、収容先医療機関を確認する（救急搬送実績表）   

   監視区域別の日別、病態分類別の患者情報（覚知時間、出場場所、性別、年齢、傷病

名、収容先医療機関等）を確認することができます。  

   監視区域内において、感染症の疑いがある傷病が多く発生していないか、特定の年齢

層に多く発生していないか等確認することができます。  

 

◇ 「救急搬送実績表」画面の表示例 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①  表示させたい日付を入力します。 

または、［前日へ］、［当日へ］ボタンで表示する日付を変更します。 

①  
②  
③  

④  
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②  病態分類を選択します。 

 

③  監視区域を選択します。 

 

④ ［救急搬送実績表］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 一覧表が表示されます。 

  ＰＤＦ印刷：グラフをＰＤＦ形式のファイルで出力します。  

  ＣＳＶファイル出力：一覧表の情報をＣＳＶファイルに出力します。  

  前日へ（当日へ）：表示を前日←→当日で切り替えます。 

              前日との比較をするときに使用します。  

  戻る：地図画面に戻ります。   
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(6) 医療機関別の収容状況を確認する（収容先医療機関別搬送状況一覧）   

    医療機関ごとの搬送受け入れ状況と患者情報（覚知時間、場所、性別、年齢、傷病名、

収容先医療機関等）を確認することができます。  

    他の監視区域からの搬送であった場合は、その監視区域において、当該監視区域と

同様の突出した発生状況にないか等、他の画面も比較して確認することができます。  

 

◇ 「収容先医療機関搬送状況一覧」画面の表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① 表示させたい日付を入力します。 

①  
②  
③  

⑤  

④  
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 または、［前日へ］、［当日へ］ボタンで表示する日付を変更します。 

 

② 病態分類を選択します。 

 

③ 監視区域を選択します。 

 

④  収容先医療機関を選択します。 

 

⑤ ［収容先医療機関別救急搬送実績表］ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 一覧表が表示されます。 

  ＰＤＦ印刷：グラフをＰＤＦ形式のファイルで出力します。  

  ＣＳＶファイル出力：一覧表の情報をＣＳＶファイルに出力します。  

  前日へ（当日へ）：表示を前日←→当日で切り替えます。 

              前日との比較をするときに使用します。  

  戻る：地図画面に戻ります。   
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(7) メールの受信について   

    異常探知情報を、メールやＲＳＳで受信することができます。  

   あらかじめメールやＲＳＳを設定することで、該当監視区域で異常探知された時、      

   メールやＲＳＳによる配信が行われます。  

 

◇ 送られてくるメール・ＲＳＳ配信情報  

<メール> 

 
 

<ＲＳＳ配信情報> 

 

 

操作方法 

 

◇ メール設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① メールアドレスを入力します。 

 

② 受信したい監視区域にチェックを入れます。  

 

③  [登録]ボタンをクリックします  

 

タイトル：【異常探知情報】2010 年 04 月 01 日異常探知が検出されました。 

内容  ：監視区域：千代田区 病態分類：嘔吐・嘔気 レベル 5 

URL   ：http://qqsv.tokyo-eiken.go.jp/qqsv/ 

 

表題 ：【救急搬送 SV】異常探知情報のお知らせ 

本文 ：救急搬送サーベイランスシステムにおいて異常探知が確認できました。 

年月日：2010/04/01 

監視区域：千代田区 病態分類：嘔吐・嘔気 レベル：5 

監視区域：千代田区 病態分類：発熱    レベル：3 

 

 

 

 

 

①  

②  

③  
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◇ ＲＳＳ配信設定 

  この処理は、現在作業をしているパソコンにデータが作られます。また、団体、企業   

 によっては、許可されないことがあります。 

受信には、ＲＳＳフィードに対応したブラウザ、リーダーが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 購読（配信）したい監視区域をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  選択した監視区域のＲＳＳ画面になります。  

「このフィードを購読する」をクリックします。  

注意事項 

 この画面が表示されず、XML ファイルが表示された場合は、ブラウザが対応していま

せん。対応しているブラウザか、ＲＳＳリーダーを別に導入してください。  

 

①  

②  
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  ③  名前等を確認し、［購読］ボタンをクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  購読の開始を確認します。以降ネットワークがつながっていれば、情報がブラウザのフ  

ィードやＲＳＳフィード用のガジェットやＲＳＳリーダーに送られてきます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  
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３．異常探知時の対応（各組織の対応方法） 

異常が探知されたら････ 

 救急搬送サーベイランスにおいて、発生を監視する症状は、下記の疾患を想定しておりま

すが、今後運用の中で、継続して検証してまいります。 

 

 

 

 

 

      

(1)健康安全研究センター健康危機管理情報課での対応   

①  異常探知時への備え  

異常探知時に利用する他のサーベイランス情報や役割分担（連絡担当者、保健所支

援者等）を定め、迅速かつ効果的な分析に向けた実施体制を整備します。  

 

   ② 分析 

     異常探知した場合、他の疫学情報・サーベイランス情報も確認し、感染症の発生

可能性を総合的に分析します。  

     異常な感染症発生を否定できないと判断した場合、検討会議を開催します。  

 

   ③ 検討会議       

健康安全研究センター健康危機管理情報課内で情報を集約し、感染症の発生可能性

について検討します。  

 

   ④ 感染症対策課へ連絡・協議  

検討会議の結果（様式１「救急搬送サーベイランスによる異常探知情報」）を感染

症対策課へメール送付し、その対応方法を協議します。  

 

⑤  保健所への連絡  

感染症対策課と協議した結果、感染症の発生が否定できず、保健所へ情報提供すべ

きと判断された場合は、異常が探知された監視区域に該当する保健所へ様式１「異常

探知情報」を送付し、システム画面での確認を依頼するとともに救急搬送サーベイラ

ンスシステムの情報と関連する感染症情報を保健所内において把握しているか、確認

を依頼します。  

 

⑥  保健所から所内対策会議の連絡受信  

感染症の発生が否定できず、保健所へ情報提供した場合は、保健所の所内対策会議

結果について、様式２「救急搬送サーベイランス  対策会議記録」（その他による場

合もある。）にて連絡を受け、状況を把握します。  

 

   ⑦ 調査支援  

     保健所において、医療機関への電話調査や積極的疫学調査を実施することとなっ

た場合は、保健所が必要とする他の疫学情報等を提供するなど、調査終了まで支援

     症状   ⇒ ターゲットの疾患                              

・発熱   ⇒ 新型インフルエンザ、天然痘、ＳＡＲＳ、肺ペスト 

・発疹   ⇒ 天然痘 

・呼吸困難  ⇒ 新型インフルエンザ、ＳＡＲＳ、炭疽、肺ペスト 

・嘔吐   ⇒ 黄色ブドウ球菌、ノロウイルス等感染性胃腸炎等の食

中毒（薬物を含む。） 

・痙攣   ⇒ 炭疽、食中毒（薬物を含む。） 
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します。 

    

⑧保健所からの結果報告  

医療機関に対し電話調査・照会を行った結果について、様式２「救急搬送サーベイ

ランス  対策会議記録」（その他による場合もある。）にて受領し、感染症対策課へ

伝達します。  
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(2) 感染症対策課での対応   

①  異常探知時への備え  

異常探知時に備え、課内の役割分担を定め、迅速な感染症発生対応に備えた実施体

制を整備します。  

 

②  健康安全研究センター健康危機管理情報課からの連絡及び協議（救急搬送サーベイ

ランス担当者）  

健康安全研究センター健康危機管理情報課の検討会議後の連絡を受けた後、シス

テム画面にログインして状況を確認し、受領した様式１「救急搬送サーベイランス

による異常探知情報」を防疫担当職員、感染症対策担当（保健師）、感染症医療担

当（医師）、課長に渡し、課内においても感染症の発生可能性を検討します。  

 

③  健康安全研究センター健康危機管理情報課への連絡（救急搬送サーベイランス担当

者） 

     感染症の発生が否定できず、保健所へ情報提供すべきと判断された場合は、様式

１「救急搬送サーベイランスによる異常探知情報」に、保健所による医療機関への

調査の要否等についての意見を付して、健康安全研究センター健康危機情報管理課

に送付します。  

 

④  保健所による電話調査の結果受領（救急搬送サーベイランス担当者）  

     保健所が医療機関に対し電話調査を行った結果について、健康安全研究センター

健康危機情報管理課を経由して、様式２「救急搬送サーベイランス  対策会議記録」

にて（その他による場合もある。）受領し、防疫担当職員、感染症対策担当（保健

師）、感染症医療担当（医師）へ状況を報告します。  

 

   ⑤ 積極的疫学調査への対応  

     保健所による医療機関への電話調査した事案が、医療機関からの届出による積極  

  的疫学調査に移行した場合は、別途定める「東京都  感染症対策の手引」に添って  

  対応します。  
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 (3) 保健所での対応   

①健康安全研究センター健康危機管理情報課から受信（感染症担当部署）  

健康安全研究センター健康危機管理情報課から感染症の発生が否定できない状況

である旨の連絡を様式１（「異常探知情報」）により受けた場合は、システム画面

にログインして状況を確認します。  

 

   ② 所内情報の集約  

     救急搬送サーベイランスシステムの情報と関連性のある情報が、地域の関係機関か  

ら保健所に届いているか、所内各所管（食品監視、環境衛生等）に確認を行います。 

 

③  感染症担当課における検討  

救急搬送サーベイランスシステムにおける情報、所内で集約した情報及び健康安全  

研究センター健康危機管理情報課から提供を受けた疫学情報から、感染症の発生可  

能性を検討します。  

 

④  所内対策会議における検討  

課内の検討を経ても感染症の発生を否定できない場合、所内対策会議により、医療  

機関に対する電話調査・照会の必要性等対応について検討します。  

所内対策会議の内容については、様式２「救急搬送サーベイランス  対策会議記録」 

（その他による場合もある）に記録し、健康安全研究センター健康危機管理情報課  

に送付します。  

 

⑤  医療機関に対する電話調査・照会  

異常値の原因となった患者が多く搬送されている医療機関を「搬送状況一覧  

（P.17 上段参照）」「収容先医療機関搬送状況一覧（P.19 上段参照）」で確認し、 

同一病態で複数の搬送が確認された場合は、当該医療機関に対し、下記の内容を電  

話により調査・照会を行います。  

 

【要点検!!】院内に異常は起きていませんか？（電話調査・照会 例） 

【状況説明】 

 

 

 

 

 

 

【確認内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ア 救急外来・救急入院患者を中心に感染症の発生を疑う事例はありませんか？ 

 

イ 一般外来・入院患者ではどうですか？ 

 

ウ 別途 FAX で、当該システムの搬送状況一覧を送付（※）しますので、今後、同一症

状の感染症が疑われる患者が増えた場合は、保健所へお問合せください。 

 

※ 情報提供として、該当病院の「収容先医療機関搬送状況一覧（P.19 上段参照）」

をプリントアウトし、FAX を送付してください。 

 

 救急搬送サーベイランスシステムにおいて、異常を探知しました。 

当該システムは、過去の救急搬送割合と比較し、著しく増えた場合に異常を探知します。 

現在、○○○（発熱、けいれん等）の病態において、異常を探知している状況で、異常

値の原因となった患者さんが、貴院に多く搬送されています。 
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４．個人情報の取扱について 

⑴ 救急搬送情報   

  東京消防庁が東京都福祉保健局に提供する救急情報には、氏名や住所などの即個人を判

別できる情報は入っていませんが、東京都個人情報の保護に関する条例第 2 条第 3 項に規

定する保有個人情報です。福祉保健局は東京消防庁とその活用に関する協定を締結して、

救急情報を個人情報として適正な管理をします。 

 

⑵ 保健所の調査（積極的疫学調査）と個人情報保護の関係について  

  感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以下「感染症法」という。）

第 15 条では、「積極的疫学調査」、すなわち、都道府県知事に対し、感染症の発生状況、

動向、原因に関する調査権限が付与されており、救急搬送サーベイランスでの解析結果に

基づく調査は、この感染症法第 15 条に基づく調査です。感染症法第 15 条には、調査対

象者に「必要な調査に協力するよう努めなければならない」という努力義務規定があり、

これに基づく調査には、個人情報保護法等に基づく情報の利用制限の適用除外規定が適用

され、また、医師の秘密保持の義務も免除されます。 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．救急搬送サーベイランスの今後について 
   運用スタート後、引き続きデータの検証及び当該システムの有効活用について、検討

を進めるとともに、医療機関に対する周知を行って参ります。  

   よって、異常探知後の保健所の調査方法についても、医療機関の対応と併せて専門家

の意見を反映し、マニュアルの更新を行って参ります。 

 

  ※  現在は、医療機関への電話調査までを想定しております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ.救急搬送サーベイランスと疑似症定点サーベイランスは、同じものを監視しているの
ですか？どう違うのですか？ 
 
Ａ 疑似症定点サーベイランスは、感染症法に基づく定点観測方式であるため、対象となる
疑似症（症候群）発生状況の全国比較や時系列推移の観測に優れていますが、医師が「一号
（発熱）疑似症」や「二号（発疹）疑似症」と診断してはじめて監視対象となるため、異常
の検出のためには医師の関心を高く保つ必要があります。一方、救急搬送サーベイランスは、
「都内で救急搬送された患者」の全数を自動的に監視対象とし、地区ごとの過去データと比
較しているため、異常発生初期の検出力に優れています。  



 

 

 

 

 

 

コード表 
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６．コード表 

(1) 病態分類コード 

 

画面に表示され

る病態分類名 

コ ー

ド 

名称 画面に表示され

る病態分類名 

コ ー

ド 

名称 

頭痛 110 頭痛・頭重感 

 

けいれん・麻痺 140 痙攣 

 

嘔吐・嘔気 180 嘔吐・嘔気 

 

141 不随意運動・振戦・ふ

るえ 

めまい 150 dizziness（一般的なめ

まい） 

142 運動麻痺 

151 vertigo（回転するめま

い） 

143 知覚麻痺 

 

動悸 160 動悸・不整脈感 

 

145 視覚障害（視野狭窄等） 

 

161 胸部違和感・胸内苦悶 146 聴覚障害（耳閉、耳鳴、

難聴） 

意識不明 120 意識喪失・失神（一過

性） 

149 その他麻痺等 

121 意識障害・混濁（遷延

性） 

虚脱・脱力感 220 虚脱・脱力感・歩行困

難 

呼吸障害 171 呼吸困難 

 

吐血・鼻出血 170 鼻出血 

173 息切れ、息苦しさ 182 吐血 

174 喀血・血痰 

 

発疹 211 発疹・湿疹 

175 咳・嗄声・喀痰異常 下痢・血便 112 腹痛 

 

179 その他呼吸器症状 

 

181 下痢 

 

発熱 130 発熱 

 

183 下血・血便 

 

223 悪心・悪寒 

 

  

 

(2) 程度  

 

コード 名称 コード 名称 コード 名称 

00 死亡 01 重篤（引揚時死亡） 02 重篤 

03 重症 04 中等症 05 軽症 
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(3) 傷病名コード  

   

コード 名称 

 

コード 名称 

10 骨折 

 

11 内部・臓器損傷 

12 熱傷Ⅱ度以下 

 

13 熱傷Ⅲ度以上 

14 開放創・離断 

 

15 打撲・血腫・挫傷 

16 脱臼・捻挫 

 

17 脊稚・髄損傷 

18 中毒 

 

19 窒息・異物誤飲 

29 外傷系その他 

 

30 脳疾患・脳血管障害 

31 心・循環器疾患 

 

32 消化器系疾患 

33 呼吸器系疾患 

 

34 精神系疾患 

35 内分泌・代謝系疾患 

 

36 血液・免疫系疾患 

37 腎泌尿器・生殖器疾患 

 

38 婦人科疾患 

39 産科（妊娠・分娩） 

 

40 新生児・未熟児 

41 感覚器・皮膚疾患 

 

42 筋・骨格系疾患 

60 症状・微候・診断名不明確 

 

98 診断不明 

99 その他 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

様  式 

 

 

 

 

 

 



様式１

□ 嘔吐・嘔吐　 ☐ 発熱 ☐ 呼吸障害 ☐ けいれん・麻痺 　

☐ その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

   　   年　月　日

保健所によ
る医療機
関への調
査に関する
意見

コメント

感
染
症
対
策
課

主 旨
□　異常探知の連絡
　　※保健所管轄内の監視区域で異常探知しましたので、情報提供いたします。
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

必要　　・　不要（ただし監視は継続）　・　不要

異常探知状況 別添のとおり   枚数　本状を除く　　　　　枚

担当者

電話

ＦＡＸ

対 象 デ ー タ 　　　月　　日　　時から　　月　　日　　時まで

例：発生動向調査、検査情報　等

関 連 情 報

概 要

救急搬送サーベイランスによる異常探知情報

   　　年　　月　　日

東京都健康安全研究センター健康危機管理情報課

病 態 分 類

監 視 区 域



様式２

場所

場所

調査日時

調査日時

救急搬送サーベイランス　対策会議記録

医療機関名 担当課 保健所担当者

調 査 実 施

地域
関連情報

調　査　計　画

日時

医療機関・担当者

電話調査

実施予定日時

　　年　　月　　日　　時　　分

情報内容

情報受理日

第1回
検討会議

調 査 継 続 要　・　否　　　

電話調査
結果

第２回
検討会議

調査対象医療機関名：

参加者

要　・　否　　　

調査対象医療機関名：

　　年　　月　　日　　

別添のとおり

電話調査

　　月　　日　　時　　分 医療機関・担当者

日時 　　年　　月　　日　　時　　分
参加者

　　月　　日　　時　　分
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